
質 疑

　1．Zonal　windについて教へて下さい・

　第1図には上層500mbの極東附近を示してありま

す，上層の等圧面の高度差を地衝風に換算してzonal

　　　　　　　　　　　　　　　windを求めるのは
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第1図　昭和30年1月5日00時
　　　　についての例

一般的な方法と思い

ますが，私は第1図

に示しますように

Contourのカーブ

びから等面積法によっ

　　て空間平均を求め

て，18000ftと1900

0ftで囲れた面積を

示数に「して現わした
　　　　
いと思うのです．地

衝風の式から∠Zを

固定しても変数が∠Lとsinψの2っになってちょっ

とまずいので，これを観測所促摺）の北方にある場・

中央にある場合，南下の型というようにTypeに分け

て考えることは間違いでしょうか．

　2．　こうして等面積法によつて求めた面積をある示数

で袈わして足摺の天気

と結びつけたいと思いますが，この老えは間違いでしょ

うか，外によい方法があれば御教示下さい．

　3．若し以上の事が問違つてないとしたら次の様な方

法で調査を始めよう

と思いますが，このような考えは正しいでしょうか．

　A．径線は固定「してありますので，　この線上を示数

　　は上下すると思いますので，これをPlofileにする

　　が併「し示数の小さい時には風速が大なのですが，こ

　　れをうまく表現するにはどのようにすればよろしい

　　でしょうか．

　B，次のこの囲れた面積内でのContonrの走向の

　　Typeを分類「してZona1型，Trough型，Confluenoe

　　型，Difluence型等に分けて地上天気と結びつけた

　　いと思いますが500mb面と結びつけるのはまずい

　　でしょうか，外によい方法があれば教えて下さい．

　4．次の用語について教えて下さい．

＊質疑応答の欄は会員の皆様の相談室であり，懇談室
　です。どおぞ御遠慮なくふるって編集委員宛に御投
　稿下さい。　（編集部）
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応 答＊

　　index　trend示数傾向という意味でしょうか

　　Steering気象学上の意味

　　index　stage

　答①東西（π）方向の風・Zonal　windは地衝風を

　　　　　　　　9∠z
仮定すれば・砲ヲπで・ここで∠Zは脚合つた

2本の等高線の高度差，∠Lは南北（ツ）方向の間隔で

ある．’したがって地衡風でよければ・お話のとおりでよ

いと思います．ただしこの時％方向，ある幅での平均

値であります．

　∠Lを求めれば，上の式から地衡風のzonal　windは

求められます．面積は風速を求める限り必要ありませ

ん．緯度については，この面積の中心の位置の緯度を使
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9∠z
えばよいと思います．あらかじめ・緯度ごとのアZ万を

表にして作っておけばよいわけです．

　答②　面積（∠L×∠X）は物理的に何をあらわすのか

はっきりしません．　緯度によって∠Xはきまっていま

すから，これは∠Lに比例するわけで・したがって㎎

に逆比例したものです．ですから面積をとり扱うより

は，意味のはっきりした㎎をとり上げるべきでしょ

う．

　U8の緯度分布を「しらべて・これと天気との関係は面

白いと思いますが，これについては・今までにいろいろ

の文献が出ています．その一つとして・リール（H・

Rieh1・・Forecasting　in　Middle　Latitudes”）（中緯度

での予報）は参老になると思います．

　答③　A．その径線上での緯度分布（profile）をつく

るのがよいと思います．B．いくつかの型に分類して’しら

べることはよいと思いますが，一定の径線にこだわらず・

利用しうる天気図を有効に使うことをおすすめします．

　答④　用語について
　①　Inex　trend：気象では普通はzonal　index　（帯

状示数）のtrend　（傾向）という意味で・zona1を略

・したものです．リールはNorthwar（1trendとSonth－

ward　trendとに分類する．zonal　index以外のindex

についてもいえますから，その時は考えるindexのtren（1

であることはもちろんです．

　②Steering：ドイツ語のSteuerungで指向と訳さ
れている．ドイツの気象学派で初めて導入された概念

で，中緯度の高，低気圧は対流圏の大規模な流れの場に

よって流されるかのように移動するとき，これらの気圧

系は上層風にsteerされるという．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25



　③　Index　stage：index（示数）は時間につれて変化

『し，特徴のあるstageを経過して，cycleをえがいてい

ると考えられている．この途中のstageをindex　stage

　　　　　　　　九州支部だより

　　　　　　　　　九川麦部研究会
　日本気象学会と西部気象管区の合同研究会は6月5・6
両日福岡管区気象台会議室で開催された．

　九州・山口の各地からの出席者約80名にのぼり，特に
大学・自衛隊関係の人も出席され会場は満員であつた．

　西日本は大雨による災害が多いので，特に大雨や水理
気象の研究調査の発表が多く　熱心に討議された．
マ蘇研究所今井高層研究部長も出席され，特別講
演として1レーダーエコーについて」の話があり，スラ
イドによる解説はなかなか興味があつた．5日の夜は懇
談会を開いて会員同志の親睦をさらに深めた．

　昭和55年度西部管区気象研究会発表者および題目
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所要

題目所属氏名時間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（分）
山口県の強風について…一下関黒木義秋20
板付の上層風について…・板　付　浦　　　照　15
人吉の風向について………人　吉　渡辺春海　10
地上付近の風について……福　岡　富島四郎　15
不安定線による大雷雨．たつ巻．突風の予報…

　　　　　　　　　　　　福岡山田三朗30
予報則の探究………………福　岡　植木九州男　30
西日本気象災害誌…………福　岡　日下部正雄　15
気象災害よりみた注意・驚報の基準について…

　　　　　　　　　　　　大分笠村幸男10
塩害について……………一・下　関　松江　　続　15
気候の研究（1）……………大　分　小野義人　15
連続数ケ月の月平均気温について…

　　　　　　　　　　　　福岡小島隆義15
九州および山口県の大雨調査…

　　　　　　　　　　　　福岡今山正春20
嘉瀬川の浜水予報について…

　　　　　　　　　　　　佐　賀　島本　準　15
佐賀県の雨について………佐　賀　一木文三　15
梅雨期以外の梅雨型長雨について…

　　　　　　　　　　　　佐賀稲垣豊秋15
日雨量と時間雨量の関係について…

　　　　　　　　　　　　長崎尾崎康一15
本明川流域の降雨と流出について…

　　　　　　　　　　　　長崎尾崎康一15
鹿児島県における雨の被害について・

　　　　　　　　　　　　鹿児島宮元実10
梅雨明けの予想の一方法…鹿児島　井手利四郎　15
梅雨期の大雨の予報………福　岡　竹永一雄　20
白川の洪水予報について（第2報）…

　　　　　　　　　　　　熊本山鹿延15
日雨量の資料を用いて時間雨量に関する
　統計量を求める方法……福　岡　土井謙二　20
レダーエコーにっいて（特別講演）…
　　　　　　　　　　　　研究所　今井一郎　30
海面上における徴細気象の観測…

　　　　　　　　　　　　鹿大高橋淳雄30
昭和32年12月12～13日の突風について…

　　　　　　　　　　　福岡香原信義30
海風の予報…………………福岡香原信義15
飯塚の霧について…………飯　塚　牧薗俊男　20
桜島の空震の観測による地震波
の伝ぱん速度について…齪購地弗勝三簾・5

4月19日の日食時における太陽輻射量と大気
　輻射量の関係にっいて…鹿児島　植村八郎　15
月平均日射量と雲量との関係について…

　　　　　　　　　　　鹿児島植村八郎15

という．リールはtrendをも考えに入れて6っのstage
を考えている．詳しくは“H．Rieh1：Forecastingin
Middle　Latitudes”を御参考下さい．　（編集委員会）

　〔書　評〕

　農業気象　中原孫吉著

　　　　一最近農業講座　10一

　　　　　　　朝倉書店発行　A5版　209頁　360円

　第1章の緒論には農業と気象との関連が，災害とか人

工気候とか・いろいろの面からみて，総括的に述べら

れ・気象と気候・その規模などについての説明がある．

農業では気象というより，気候的な傾向のものが多いと

されているのは同感である．第2章にイタリーのAzzi

教授の“農業生態学”にふれているが，彼が農作物の

pheno10gyを通して・物理的な環境を生物的に把握し，

さらにcritical　periodによって確率的にその環境の表

現を企図した意義にっいて，もう一段と触れていただき

たかった．第3章は気象要素の簡単な解説，第4章は気

候と農業の関連について，大気象，小気候，微気候にわ

たってそれぞれ述べられている．第5章は「農作物の生

理と気象要素」と，「収量と気象」との2部面について

書かれているが・前者の実験的な取り扱いと，後者の統

計的な取り扱い方との矛盾やその関連性の必要などに，

著者の意見を少し聞かせていただけたらと思った．第6

章の生物と気候は興味のある記述が多いが，実際問題と

して大きな意義のある病害虫の発生予察にあまり触れて

いないのはもの足りない．第7章は気象の災害とその対

策・第8章は気候の利用である．第8章には新らしい部

面としての気候改良について，資料も豊富に取り入れら

れ・出色の章である．第9章の営農と気候は，いままで

の農業気象にない新しい問題のように思える．営農とい

うからには・経済的な面からみた農業と気象との関連な

どを期待したが・そうしたものはみられなかった．天気

予報の利用も入っているが，当らないこともあるから注

意しろというよりは，どう注意したらばよいのかが問題

だと思う．第10章が終章で，ここには気象の観測や測器

について簡単な記述がなされている．

　以上いろいろと注丈をつけたが，限られた紙数に，最

近の農業気象の問題をこれだけ盛るのは，なかなか大変

なことと思う．新しい資料が多く，この点参考になる点

が多かった．教科書風のものなので，著者は自説を極力

押えておられるが，読者としては，む「しろ著者の長年に

わたる農業気象上の豊富な見解を，より多く織り込んで

いただいたならば・一層参考になったのではないかと思

った．　　　　　　　　　　　 　　　　（荒井隆夫）

黙天気が5．6．


